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たが、今回は 2万 5000分の 1の縮尺でかいた。長さ

























































































































































































































































68 早 川 由紀夫
小浅間山頂のひび割れ
離山溶岩ドームの形成から 1250年後、いまから 2























































































































表２ 浅間山 1万 5800年前の噴火（M6.5）の内訳
カラフル火山灰上部 M6.0  35％
嬬恋軽石（YPk） M5.6  14％
カラフル火山灰下部 M5.4  9％
平原火砕流 M6.0  35％
板鼻黄色軽石（YP） M5.3  7％




































































1108年 浅間山の噴火 史 料 記 述






















































































































































































































































































































































































































































鎌 原 村 466  466
芦 生 田 村 16  136
袋 倉 村 17
小 宿 村 149  141
古 森 村 14
与 喜 屋 村 5
川 原 湯 村 14  14
三 嶋 村 19
厚 田 村 6
川 戸 村 9
岩 井 村 1
小 泉 村 1
奥 田 村 1
箱 嶋 村 2
川 島 村 113  123
南 牧 村 5  6
大 前 村 27  27
西 久 保 村 54  58
赤 羽 根 村 14
中 居 村 10
今 井 村 47
羽 根 尾 村 27  27
坪 井 村 8  4
長 野 原 村 152  200
林 村 17
川 原 畑 村 4
横 谷 村 9  12
岩 下 村 4
矢 倉 村 9
青 山 村 1
松 尾 村 3  3
村 上 村 3
中小野子村 1
金 井 村 2
北 牧 村 52  53
中 村 20  24










































図５ 気象庁軽井沢測候所が作成した 1950年 9月 23日噴火による放出「岩塊」分布図。等値線は、中心
寄りから順に 50、10、5、2cmを意味すると解される。千トン岩は表現されていない。



































































































































図６ 押切端から見た浅間山 1783年 8月 4日に山頂火口からあふれ出した吾妻火砕流は、六里ヶ原の森
を焼いて広がったが、北軽井沢の手前で停止した。その先端部分は、押切端（おしぎっぱ）と呼ばれ、い
まは森と牧場になっている。牧草地の端に立つと、大きく横たわる浅間山を目の前に見ることができる。




荒牧重雄 (1962) 5万分の 1浅間火山地質図．
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81浅間山の風景に書き込まれた歴史を読み解く
